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午後１時３０分開会 

○米田委員長 ただいまからデジタル・トランスフォーメーション特別委員会を開会いた

します。座って進めさせていただきます。 

 委員会開催に当たり、千代田区議会委員会条例第１７条に基づき、委員長から議長に申

し入れ、小林副区長にご出席いただきました。小林副区長におかれては、お忙しい中、委

員会にご出席いただき、ありがとうございます。 

 それでは、本日の日程をご確認ください。報告事項が３件です。この日程に沿って進め

てまいりたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 それでは、日程１、報告事項に入ります。最初に、（１）千代田区ＤＸ戦略の改定につ

いて、理事者からの説明を求めます。 

○小菅デジタル政策課長 それでは、項番１、千代田区ＤＸ戦略の改定についてご報告申

し上げます。資料のほう、政策経営部資料１、１－１から１－４までございます。資料１

－３のほうが、ＤＸ戦略の素案と本体となりますけれども、ボリュームのほうが大変多く

なってございますので、基本的には資料１－１の概要資料を基に、ご説明のほうをさせて

いただきます。 

 なお、本日は、ポイントをかなり絞って説明のほうをしますけれども、ボリュームも多

く、説明時間が少し長くなってしまうかと思いますけれども、その点ご理解いただければ

と存じます。 

 それでは、１番、概要、基本事項でございます。令和４年４月に策定した現行のＤＸ戦

略について、令和６年度が計画期間の最終年度となるため、課題や社会動向等を踏まえ、

改定するものとなります。 

 改定の方向につきましては、７月の本委員会でご報告させていただきましたけれども、

今回、改定案が素案としてまとまりましたので、ご報告させていただくものとなります。 

 計画期間につきましては、７月の委員会で様々ご意見を頂いたところでございますけれ

ども、今回の改定で、地域のスマート化の視点を加えた上で、基本的な考え方や重点方針

を整理しており、そこの部分は、中期的には変わらないというふうに考えまして、３年か

ら６年に計画期間を見直しております。ただし、デジタル分野の変化の速さも踏まえまし

て、中間年の３年で取組を更新するとともに、今回、戦略の中で新たに設定をしておりま

す指標などを用いまして、進捗管理もしっかりと行っていきたいというふうに考えており

ます。 

 位置づけにつきましては、記載のとおり、基本構想の実現に向けた手段として、デジタ

ル技術活用の方向性や取組をまとめるものであり、また、地方版総合戦略などを兼ねるも

のとしております。 

 次に、２番、これまでの取組みの成果になります。令和５年度に実施しております中間

年の振り返り、そちらをベースに追加等を行いながら、３２項目にわたり取組みを振り返

ったところでございます。 

 振り返りの詳細につきましては資料１－４でまとめておりまして、戦略本体の資料１－

３のほうでも２１ページから概要として記載しておりますが、概要資料では緑の枠で囲っ
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てあるかと思いますけれども、少しピックアップして記載のほうをしております。区民が

何ができるようになったのか、あるいは職員目線でどうなったのか。例えば職員の業務の

削減時間なども分かりやすくまとめております。 

 その中で、成果のまとめとしましては、資料の丸の部分でございます。例えばオンライ

ン申請、予約、オンライン決済、あるいは窓口では、書かない窓口の実験、キャッシュレ

ス。また、プッシュ配信、手続ガイド等々、区民の利便性向上、あるいはＡＩ活用などの

職員の生産性向上の観点から、幅広く取組に着手しておりまして、一定の成果があったも

のと考えております。 

 また、計画期間の中においても振り返りを行い、課題等を踏まえて、今年度になります

けれども、デジタル活用提案制度を実施しまして、多くの提案、投票を頂けました。また、

技術動向を捉えまして、生成ＡＩの導入にもスピード感を持って対応してきたことは、成

果というふうに考えております。 

 次に、右側、３番の課題になります。こちらでは、ＤＸを推進する中での全体の課題。

例えばオンライン申請を進める中でも様々な課題がございますけれども、一つ一つの取組

の課題感というよりは、全体での課題というところでまとめております。 

 まず、１点目、既存の取組みの拡充になります。これまでオンライン申請やスマート窓

口など、幅広く取組みを行ってまいりましたが、一方で、部分的な実施や試行実施という

ものが多いという状況になっております。今後は、展開フェーズに進めていく必要がある

という認識の下、目標値や指標を設定しまして、展開フェーズとしてしっかりと進めてま

いります。 

 次に、２点目、職員の生産性向上になります。今後の業務量の増加、その一方では、労

働力の減少というところが見込まれております。そうした中におきましては、そのギャッ

プに対応する一つの手段として、デジタルを効果的に活用し、人が行うべきところ、ある

いはデジタルに任せるところを見極めつつ、効率化を図る。あるいは、ＡＩが進化しまし

て、これまで以上の高度なサポートも期待されているところでございますので、そういっ

たものも積極的に活用し、生産性を向上させていくことで、質の高いサービスを確保して

いく必要があるというふうに考えております。 

 ３点目、デジタル人材の育成になります。今後、これまで以上にデジタル活用の必要性

が高まることが想定されます。デジタル人材の育成は必須となってきます。そうした中で、

今回の戦略では、これまでの戦略にはございませんでしたけれども、求められる人材像や

スキルを明確化しているところでございます。 

 次に、４点目、業務環境・セキュリティになります。今後、ますますデジタル活用を進

めていく中では、当然にセキュリティを確保しなければならないというふうに考えており

ます。また、セキュリティを強化しつつ、先ほどの生産性向上にもつながってまいります

けれども、利便性の高い環境、区民の皆様が使いやすい環境に合わせて、していく必要が

あると考えておりまして、その辺りを取組みの中でも盛り込んでいるところでございます。 

 最後に、地域のスマート化になります。これまで手続のオンライン化といった区民の利

便性向上を目的とする取組み、あるいは職員の生産性向上といった取組みが中心でしたけ

れども、それらに留まらない、いわゆる区民の暮らし、生活の質を向上することを目的と

するＤＸ、そちらを推進していく必要があるというふうに考えております。 
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 そのため、今回、地域のスマート化を定義づけしまして、重点方針に位置づけておりま

す。その中で、例えば地域通貨ですとかデータ利活用の検討といった取組みを盛り込んで

いるところでございます。 

 恐れ入ります、裏面のほう、お移りください。 

 ４番、全体の体系になります。今回、現行戦略からポイントは引き継ぎつつも、分かり

やすい戦略となるように、体系をシンプルなものへと見直しております。図の左側が現行

戦略の体系で、六つの層とコンセプトだったものを、右側、重点方針と各取組、基本的な

考え方というシンプルなものに見直しております。 

 また、今回の改定の中で、中学生によるワークショップ、それから関係団体へのヒアリ

ング、デジタル活用提案制度によるアイデア募集などを踏まえまして、デジタルで思い描

く未来、夢をイラストでまとめております。 

 恐れ入りますが、資料１－３、ＤＸ戦略（素案）の３ページをご覧いただければと存じ

ます。 

 こちらのほうが、今申し上げましたイラストとなっております。次のページ、ご覧いた

だきますと、例として幾つかピックアップのほうをしております。このイラストの中には、

現状すぐには対応が難しいものというものもありますけれども、こういった未来像に向け

て、検討も含めて取組を進めていきたいというふうに考えてございます。 

 そのまま、資料１－３の２ページ、ご覧いただければと思います。 

 今回、改定に当たりまして、区の想い、区はデジタルを活用してどのような未来を目指

すのか、そういった想いをミッションとして形にしております。常識を書き換える、人と

デジタルで創造する、「  」な未来。こちらの「  」につきましては、あえて空欄と

いう形にしております。 

 まず、先入観にとらわれずチャレンジしていくという想いから、常識を書き換える。そ

して、ＤＸを進めていく上で大切なこと、中心はやっぱり人だと。目的を見失わない、温

もり、あるいは人間味、寄り添ったＤＸが大切である。テクノロジーだけではなくて、や

はり人の創造力や情熱があってこそ、豊かな未来の創造につながると。そういった想いか

ら、人とデジタルで創造する。 

 そして、「  」な未来ですけれども、描く幸せのほうは、一人ひとりで異なるという

ふうに考えております。特に、デジタルは手段ですので、その手段を活用して実現したい

こと、あるいは解決したい課題、便利になるとうれしいこと、分野、様々かと存じます。

また、行政だけでなく、区民や地域とともに未来を創造していく、そのような想いから、

あえて「  」という形にさせていただきました。行政計画としてあまりない形かもしれ

ませんが、これを見た方が、個人や地域それぞれの未来を創造していただく。そういった

点においても、先ほどご紹介しました未来像を見ながら、様々な創造を膨らませていただ

きたい、そういった想いでこのミッションと未来像を合わせて、この戦略の中でつくった

ところでございます。 

 恐れ入ります、資料１－１、概要資料にお戻りいただければと思います。 

 ５番のミッションにつきましては、ただいまご説明申し上げたとおりとなりまして、そ

のミッションも意識しながら、基本的な考え方４点、設定しております。こちらはデジタ

ルファーストを基本原則としつつも、ＤＸを推進する上での重要な視点であったり、意識
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していくことを、基本的な考え方としてまとめたものとなります。 

 まず、現行戦略からの継承となりますが、「個で捉える」。こちら、区民一人ひとりを

「個」と捉え、一人ひとりに合ったサービスの実現を目指すというもの。 

 その下の「温もり」につきましては、デジタルファーストという基本原則を置いた中で、

例えばデジタルサービスの使いやすさだったり、あるいはサポート、あるいは対象者や事

業の性質を踏まえ、必要に応じて対面での対応を行っていくことで、ＤＸを進める中でも

温もりを大切にしていきたいと考えております。 

 次に、右上の「つながる」でございます。こちらはデジタルのポイントとして、人や地

域がつながる、あるいは意見や価値観の共有であったり、課題の共有、資源の共有と、つ

ながるといったことがポイントになるだろうと考え、ここに設定をしております。 

 次に、右下の「スピード」になります。特にデジタル分野は、技術革新により、これま

で難しかったことが可能になるといったこともあるかと思いますので、そういった加速、

飛躍、変化への対応といったところを意識すべきというところで、置いているところでご

ざいます。 

 次に、右側６番の「重点方針」となります。こちらでは五つの重点方針を置いています。

その中で、併せてどのような状態を目指すのか、そして成果目標のほうを設定しておりま

す。 

 例えば、一番上の「手続き等の利便性を向上する」でお話しさせていただきますと、黄

色い字の部分、こちらがどのような状態を目指すのか、達成した姿となっておりまして、

成果目標としては、「区役所に来ることなく、すべての手続きが完了する」というふうに

しております。そのような形で、五つの重点方針を設定しています。 

 この重点方針につきまして、ポイントを申し上げますと、②番の地域のスマート化につ

きましては、先ほど課題と対応の中でも申し上げましたけれども、重点方針にこのような

形で位置づけております。 

 また、地域のスマート化の定義として、地域が主役となり、デジタルを活用して課題を

解決すること。そして、利便性向上に留まらない生活の質の向上などを目的とするものと

しております。 

 また、重点方針の一番下、ご覧ください。こちらのほうにグレーで「今後の大きな可能

性」と記載してございます。こちらにつきましては、五つの重点方針とは別の位置づけと

なるものでして、度々恐れ入りますけれども、本体の資料１－３の７５ページ、ご覧くだ

さい。 

 こちら７５ページのほうで、デジタル技術活用に向けた調査・研究という取組を置いて

おります。こちら様々なデジタルの技術革新がこれから想定される中で、現時点において

はなかなか具体的な取組として書けない場合でも、将来的には大きな活用可能性があると

いうところで、デジタル技術活用に向けた調査・研究の取組として置いております。様々

な社会動向、技術動向を注視することで、様々な活用可能性を積極的に検討していく。そ

ういったところで、先ほどお話しさせていただきました未来像のところで、「夢」という

表現をさせていただき、なかなか現時点では実現が難しいというところで申し上げました

けれども、そういったものも実現に近づいて、実現に向けて検討のほうをしていきたいと

いうふうに考えております。 
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 続いて、資料１－２の体系表のほうをご覧いただければと思います。 

 こちら、資料１－２のほうが、これまでご説明申し上げましたものを体系表として整理

したものでございます。取組みの詳細のほうは、本体のほうになりますけれども、右側に

取組みのほうを重点方針ごとにまとめております。赤字のものが、現行戦略から新たに追

加となったもの。例えばオンライン決済ですとか、ＡＩチャットボット。こちらは現行戦

略にも記載はしておりましたけれども、単独の取組みとしては記載しておりませんでした

ので、そういったものも含めて赤字のほうにしております。 

 全体をご覧いただきますと、かなり追加をしていること、また、地域のスマート化の部

分をご覧いただきますと、区民参加型プロジェクト。こちらはデジタル活用提案制度であ

ったりだとか、あるいは区民参加型のワークショップといった取組みを想定しております

けれども。あるいはデジタル地域通貨、データ利活用などについて、取組みとして盛り込

んでいるところでございます。 

 度々恐れ入ります、資料１－１、概要資料にお戻りいただきまして、７番の体制と管理

でございます。丸の三つ目、人材育成についてでございますけれども、資料１－１の右側

のほうに図のほうがあります。本体の資料１－３ですと、７８ページのほうに記載がござ

います。 

 管理職は、ＤＸ推進をリードできる、あるいはコア人材として毎年各課に配置している

ＤＸサポーターズ、各業務のシステム担当者、そしてデジタル担当部門といったところで

層を設定しておりまして、先ほど申し上げました、本体の７８ページのほうでは、どうい

ったスキルが必要かといったところをまとめております。そういったスキルが身につけら

れるように、ＯＪＴですとか研修を充実していくことで、デジタル人材の育成に努めてい

きたいというふうに考えております。 

 最後に、口頭で恐れ入りますけれども、今後のスケジュールになります。本日、当委員

会でご意見等を頂きまして、来年の１月５日からパブリックコメントを実施する予定でご

ざいます。パブコメ後、改めて本委員会でご報告をさせていただきまして、策定に進んで

いく予定でおります。 

 説明は以上です。 

○米田委員長 はい。説明が終わりました。委員からの質疑を受けます。 

○西岡委員 ありがとうございます。一番はやはり区民の生活向上が目的だとは思うんで

すけれども、何か大きく改革するというときに、どうしてもハード面が先行しがちだと思

うんですよ。で、ソフト面が、なかなかついていけない、遅れがちになりやすいと思うん

ですけれども。庁内のデジタル人材と知識がまず不足しているなとつくづく感じることが

あって、この間、例えば自民党の代表質問をさせていただいた際も、保育のＤＸがすごい

進んでいる中で、子育て支援制度レジストリ、例えば区もエントリーしていますよね。そ

こを、じゃあ、今までの支援でのプル型とプッシュ型でもない部分はどこで、どこが不足

していて、今後、そのレジストリに入ったらどう変わっていくのかというところを質問し

た際に、子ども部長は、しっかり、的を射た答弁ができなかった。 

 で、これ、部長がいい悪いとかそういうことを言いたいわけじゃなくて、職員の生産性

向上もなんですけど、もうデジタルワークフローですとかＤＸサポーターズで、まず足り

るのか。何かそこも、ちょっと欠如しているのかなと思うんです。まず、そのＤＸのマン
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パワーも不足していますし、特に行政ですから、ＤＸの推進コア人材の属人化というとこ

ろも今後防がなくてはいけないというところで、この知識が不足している部分と、この属

人化、相反するとは思うんですが、その辺というのはどういうふうなご見解なんでしょう

か、お答えください。 

○小菅デジタル政策課長 人材についてなんですけれども、令和３年度にＤＸの検討が庁

内でも始まってきました。社会全体でも、コロナ禍を経て、自治体のＤＸ化というのが急

速に進んできております。その中で、委員からもございましたけれども、ＤＸサポーター

ズですとかプロジェクトチームで、そういったものを通じて人材育成のほうを図ってきて

おります。また、研修を行いながら人材育成を図っておりますけれども、やはり手段でご

ざいまして、デジタルのほうは。様々な分野、様々な業務、サービスにおいて、こういっ

たデジタル化を検討する機会というところはかなり増えております。システム導入を検討

する際にも、業務の状況を把握する、課題を整理するのはもちろんですけれども、やはり

その専門的な知識を持った事業者とやり取りをする機会といったところも、やはり増えて

おります。 

 そういった面においては、これまで以上に、今後さらにクラウド活用なども増えてきま

すので、これまで以上に、そういった、今ご指摘がありました知識を習得していくといっ

たところは、今までですと、デジタルの知識を習得する、だったかもしれないですけれど

も、一般的な行政運営といいますか、公務員として必要な能力になってくるんだろうなと

いうふうに考えてございます。 

 そういった面では、直近ですと、集合研修だけではなくてｅラーニングのようなシステ

ムも入れまして、日頃から研修が受けられるようなところで試行的に実施をしたりだとか、

先ほど足りるのかといったご指摘もありましたけど、ＤＸサポーターズのほうも複数年に

わたり、毎年繰り返し行っているところでございます。また、併せてＢＰＲ等の研修も行

っておりますけれども、デジタル部隊のほうも、各課と一緒になりながら、業務も通じて、

人材育成のほうを併せて進めていきたいというふうに考えてございます。基本的には研修

というところが軸にはなろうかと思いますので、その中で、ほかにどういった工夫ができ

るかというところは、引き続き検討していきたいというふうに思います。 

○西岡委員 その一方で、属人化はどう防ぐんですか。 

○米田委員長 属人化について。 

○小菅デジタル政策課長 属人化につきましては、ちょっと趣旨が合っているかはあれな

んですけれども、例えば各課のシステム導入であれば、そこを担当した職員は非常に詳し

くなるんですけれども、その方が例えば異動した場合にどうなるかだとか、今まで詳しか

った人がいなくなったときにそこが引き継がれなくて、ちょっと業務がうまく進まなくな

ってしまうといったようなところの属人化というご指摘かなというふうに思います。 

 ここにつきましては、先ほども申し上げましたとおり、職員全体のやはりリテラシーを

まず上げていくというところが一番大事かなというふうに思っています。その上で、引継

ぎ等がしっかり行われる。システムのことは分からないということがないように、全体の

リテラシーを上げていくのが一番かなと思っています。また、併せて、やはり研修だけで

はなくて、業務の事務効率を図っていくことで、その職員の時間を創出して、そういった

知識の習得ですとか引継ぎに充てられる時間というのを確保していくことも、一つの取組
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かなというふうに考えております。 

○西岡委員 うん。いいです。はい。ありがとうございます。 

○米田委員長 はい。今のところは結構重要で、専門職になるのは若干難しいんでしょう

けど、この辺のところ、しっかり、研究、検討していっていただきたなと、私も前からず

っと言っていますけど。ね、西岡委員が言ったように、この人がいなくなったら、全然進

まないとか、保育のＤＸもある程度行っていますけど、ほかの自治体から見たら、できる

環境なのにそこまで行っていないとかいう部分があると思いますんで、しっかり受け止め

ていただきたいなと思います。 

 ほかに。 

○はやお委員 資料のほうを確認させていただきたいと思います。 

 まず、１ページ目というのか、これまでの取組みの成果ということで、ＡＩやＲＰＡで

例えば約７,６００時間の効率化を図れたということなんですけど。とか、このところと

いうのは、費用対効果というのを見るのが普通なんですね。で言うと、幾らぐらいのこう

いうことに、全体的にこういうものについてかかってきて、それでこうなったというとこ

ろが、やはり行政経営の場合では必要なことかなと思うんですけど、この辺のところ。７,

６００時間も軽減されたけども、とてつもないお金がかかっていたといったら、これは全

く本末転倒の話になるんで、そこのところの答弁を頂きたい。 

○小菅デジタル政策課長 ただいま費用対効果のところでご質問がありました。資料１－

４、ご覧いただければと思います。 

 こちらがＤＸ戦略の振り返りのまとめ資料になってございます。４ページのほうから取

組みの成果といったところで、できるだけ分かりやすくといった形でまとめております。 

○はやお委員 何ページ。 

○小菅デジタル政策課長 資料の４ページから…… 

○はやお委員 ４ページ。 

○小菅デジタル政策課長 はい。これまでの取組みをまとめております。ここからぱらぱ

らとめくっていただきまして、今度は、あ、すみません、ちょっとページ数が抜けており

ます。資料８ページになります。７ページの次の８ページからが、ちょっとページ数が抜

けていて、申し訳ありません。 

 こちらのほうから、それぞれの取組みに関しまして決算額、令和６年度は予算額になり

ますけれども、こういったものも併せて掲載をすることで、どういった取組みに幾らぐら

いかけてきたのかといったところをまとめているところでございます。先ほどのＲＰＡに

つきましても、ちょっとページ数が抜けているので分かりにくいとは思うんですけれども、

少しおめくりいただいて進んでいきますと、ＢＰＲですとかＲＰＡの業務効率化につきま

しても、少し決算額と予算額という形でまとめているというところでございます。 

○はやお委員 ちょっと、これ、慣れていないからなんですけど、今のところ、ある程度

数字のことを書いてあるのね。（発言する者あり）まとめ。今の、今日の資料のところで

は、それが７ページ、８ページということなの。 

 というのは、何かといったら、非常に重要なことというのは、もともと決算というのは

４定でやっていたんですよ。それを３定でやることになったという意味合いが、やはり、

今後の次年度の予算編成において、その決算での話を反映していくということなんですね。
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で、今、この４定に至っては、この説明自体が、どういうふうに数字として表れていくの

か。数字は言えないでしょ、当初予算のところですから、議案事項になるんで。でも、や

っぱり概括的なことについて、こういうふうになっていますというところについての整理

をやっぱり体系化して、どこを見ればいいか。これ、非常に、紙で来ていないから、そこ

です、あそこですと言われても、そこをめくるのに時間がかかるんだよ。だから、ちょっ

と、今、もう一度、そこ、書いてあるんなら書いてある、書いていないんなら書いていな

いということで。この今、今日のご提示いただいた資料の中に入っているのか、入ってい

ないのかということを。ちょっと今見たところで、分かんなかった。 

○米田委員長 課長、だから、ここ、書いているところがあるじゃないですか。令和４年、

５年は決算額を書いていると。で、６年は予算でしっかり示しているというのを、もうち

ょっと。ページ数がなかったのも、ちょっと痛かったんだけど。（発言する者あり）うん。

ちょっと、説明してあげてください。（発言する者あり） 

○はやお委員 そうそうそうそう。 

○小菅デジタル政策課長 大変失礼いたしました。ちょっと、資料上、ページ数が抜けて

いるところもあって、説明がなかなか、ちょっとしにくくなってしまっているところも、

併せて申し訳ございません。 

 資料１－４の、先ほど申し上げましたのは、こちらＤＸ戦略の振り返りというところの

中で、この令和４年度、５年度、６年度の３年間の取組につきまして、３２項目だったと

思いますけれども、そちらについて、どういった効果、どういった取組を行ってきたのか

という数字とともに、それぞれにつきまして、令和４年度、５年度の決算額、それから令

和６年度の予算額を掲載しているというところで、先ほど説明のほうをさせていただきま

した。また、委員のほうのご指摘としては、恐らく全体、この４年間の全体のところの経

費のところなのかなというふうに思っております。 

 そういった点におきましては、大変申し訳ありません。こちらの資料上には記載はござ

いません。今少し申し上げさせていただきますと、令和４年度、６年度のデジタル化関連

経費、こちら非常に切り分けが難しいところもありまして、例えばパソコンの１台購入が

ＤＸの経費なのかといったところであったり、なかなか切り分けが難しいところはあるん

ですけれども、主なものをピックアップしますと、４年度、６年度の経費としましては、

約１４０億円。年平均にしますと、４６億円といったところになります。そのうち、情報

処理費、情報システム課であったりだとかデジタル政策課で扱っているような経費につき

ましては、３年間で約１００億円というところの経費でございます。その点につきまして

は、資料上には記載がないというところになります。 

○米田委員長 はやお委員。 

○はやお委員 決してＤＸの推進を止めるつもりはないんですね。でも、やっぱりその費

用対効果とかということで、普通、ここのところ、総括をする上で何が一番重要かとなる

と、成果と課題の整理の仕方なんですよ。で、例えば成果がありました。そしたら、成果

があったら、じゃあ成果があったから、これはもう事業としてエンドにしようねというこ

とと、成果が出てきたから拡充しようねというのがあるわけ。だから、そういうような整

理の仕方をオーソドックスにしてもらいたいんですよ。で、課題は何だろうかといったと

きに、その課題のところの整理として、やっぱり、最終的にその事業ベースに落とせるよ
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うな整理の仕方。これは、区民に対しては分かりづらいけれども、我々区民代表である議

会に対しては、そこのところの専門性の高いのも整理しておいていただかないと、ただ概

略的な話というだけでは、今、話がありましたように、１４０億とか、１００億の数字な

んだよね。 

 それで、あと、場合によっては、今後１０３万の壁だとかなんとかって、どうなるか分

からないけれども、場合によっては、財源的に言ったら、１８億ぐらい、年間で減ってく

るという可能性があるから、そうすると、どういうふうに効率的にやっていくかというこ

とというのは非常に大切なことになってくるので、この辺はやっぱり横にらみ。ただＤＸ

で、旗頭でというわけにもいかないだろうから、ここは慎重にやっていただきたいという

ことは、どのように考えているのかお答えいただきたい。 

○小菅デジタル政策課長 先ほどの成果と課題のところにつきましては、やはりこの１４

０億円と、デジタル化の関連経費といったところへかかっております。その中で、やはり、

そこの成果検証というところはしっかりやらなければいけないというところを踏まえまし

て、繰り返しの部分もありますけれども、このＤＸ戦略の振り返りの部分で、できるだけ

効果のほうを数値化してきております。 

 職員の削減時間というところで先ほど触れていただきましたけれども、なかなか削減時

間というところは出にくい部分もあるんですけれども、数字に仮定を置いて、仮で置いた

数字ではありますけれども、できるだけこういったところで算定をしまして数字化する。

で、効果を見える化するといったところで、ＤＸ戦略の振り返りのほうをまとめておりま

すので、そちらのほう、ご理解を賜ればというふうに存じます。 

 また、その上で、今後の経費見込みのところも、今、触れていただいたのかなというふ

うに考えております。この直近３年間の１４０億円というところが一つの目安になってく

るというふうに考えてございます。当然、リプレースですとか、あとは技術革新、国の動

向ですとかニーズの変化がございますので、なかなか将来経費というのを精緻に見込むの

は難しいといったところがございます。 

 その上で、民間のほうで、将来動向としまして、自治体におけるＩＣＴ投資の総額の推

移予測といったものを、２０２５年度までになりますけれども、そういったものも出して

おります。そこを見ますと、年平均で２.５％の成長が見込まれると。また、ＤＸ関連経

費、例えば新しいサービスを生み出すだとか、クラウド活用ですとかそういったものです

と、約７％ぐらいの増が見込まれるといった試算も出ております。そういったところを踏

まえまして、２.５％だとか、毎年度５％、１０％増加していくといったところで、少し

どれぐらいの経費がかかるんだろうかといったところも、試算はしております。その結果、

１４０億円をベースに、百四十数億円から１６５億円ぐらいの、まあ、どれくらいの増に

なるかといったところはありますけれども、そういったものも算出をしております。 

 やはり、この、かなり大きな額になりますので、その上で、一つ一つ、費用対効果、今

も見ながらやっておりますけれども、デジタル部門も関わりながら費用対効果を見極めな

がら、単にデジタル化をしていくのではなくて、目的に合った手段として、しっかりと導

入等を行っていくことが肝要かなというふうに考えております。 

○はやお委員 先ほど西岡委員のほうからも話がありましたように、人材育成の考え方と

いうところで、デジタル担当部門とか、ＤＸ推進コア人材だとか、この辺のところとクロ
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スしながら、先ほどのＲＰＡだとか、技術的なもの、どういうものをやっていくのかと。

で、これを絡めながら、現実、今までのＲＦＰというか、開発をしていく上で、どういう

仕事かという。必ずシステムをつくる上で、新しい、いきなりなことって、ないんですよ。

前までのものがあって、で、それがどういうふうに移行したのかという整理がないと、積

み上がっていかないと思うんですよね。で、そのＲＦＰのところをしたら、どういうとこ

ろがこの分野のＲＦＰの分野で、こういうふうに育っております、だからこういうふうに

変えましたというのが見えないと、いきなりここで、こういう柱がばーんと建ってしまっ

て、じゃあ、今まで何だったのと。 

 で、一番大切なことというのは、実は業務を知るということなんですよ。で、そこで初

めて、何かといったら、追加で、例えば、その具体的な、機械言語ではないんでしょうけ

ど、ロボティック・プロセス・オートメーションって、僕もよく分からないんだけど。今

日も、息子がそっちのほうのね、会社のほうでやっているもんだから、じゃあ、何だと。

マクロみたいなやつなのか、何ができればできるのか。この辺が専門性においても分から

ない中で、何を育てていくかというのが見えないだろうと思うんですよ。 

 だから、段階論としては業務をしっかり分かってもらわなくちゃいけない。それで、分

かってもらった上で、どういうふうにシステム化ができるかとか、これについて道具であ

る、例えば、この、何だっけ、何だ、ＲＰＡというのができるように、何をさせようとし

ているのか。そこはもうちょっと分かりやすく答弁していただけませんかね。これは重要

なことだと思っているんですよ。なので、これが見えないから、言葉だけが躍っちゃうん

だよ、ＡＩだとか何だとかということで。お答えいただきたい。 

○小菅デジタル政策課長 ただいまＲＦＰを例にお話、ご質問を頂きました。委員おっし

ゃるとおり、まず自分自身の業務、サービスが、どのような根拠で、どういうふうに行わ

れているのか。その上で、どういったところに課題があるのか。それをデジタル技術を使

って解決していけるのかどうか。ＤＸを進めていく、デジタル化をするということではな

くて、今申し上げたような、課題に対する手段、あるいは実現したいような事柄に対して

デジタルを活用する、そこが大事なんだというようなご指摘かなというふうに思っており

ます。 

 その上で申し上げさせていただきますと、資料１－３のＤＸ戦略（素案）のほうの７８

ページ、ご覧いただければと思います。（発言する者あり）こちらのほうでデジタル人材

の考え方といったところで、それぞれどのようなスキルが必要かというところをまとめて

おります。ただいまの委員からのご指摘、下の全職員のピンク色の部分になります。右側

の表になりますけれども、環境、ニーズの変化の分析ですとか、課題解決に向けての調整

でしたり、ＢＰＲの知識、スキルを有しまして、制度ですとか業務のやり方を見直すこと

ができる。あるいはＲＰＡのお話も頂きましたけども、様々な課題がある中でどういった

デジタル技術があって、どういうふうに使うと効果的な活用、課題解決につながるかとい

ったところ。ご指摘のとおり、非常に重要だと思っておりますので、今回このような形で、

７８ページの表にございますとおり、それぞれの層の部分の必要なスキルといったところ

でまとめさせていただいているところでございます。 

○はやお委員 最後に。 

 分かりました。こういう整理をしたいと。 
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 あと、結局は、そのところは分かるんですけれども、その人材育成のための教育体系み

たいなイメージは分かるんですけれども、人をどういうふうにそのところへサポートして

いくのか。つまり、何かといったら、今、さっき言った、例えばマクロではないんだろう

とは思うんだけれども、現実、例えばエクセルのところをこういうふうにやって自動化で

きるように、内部のマクロを整理するとかという、例えば力だとか。そうじゃないのかも

しれない。ＢＰＲ、ＲＰＡというのは違うのかもしれないけれども、例えば、じゃあ、そ

ういうふうにやって育てるためには、どういうような、さらにもう一つブレークダウンし

て、こういう技術をこういうふうに教えていく体制というのはどう考えているのか。こう

いう能力が必要だねというのは分かったけれども、そこをどうやって人材的に、もう日常

業務で大変だろうとは思うけれども、そうしたら、ＤＸの教育部門をつくっていくという

のか、その辺のところをお答えいただきたい。 

○小菅デジタル政策課長 現状の方法としましては、デジタル政策課のほうから委託を行

いまして、その委託事業者によるＢＰＲ相談会といった形で、各課が業務における悩み事、

課題がある場合に相談を頂きまして、その中で、例えば業務フローを整理しまして、例え

ばここはＲＰＡが使えるのではないかといったような提案もしながら進めております。 

 また、そういった点におきまして、先ほど来お話に出ているＤＸサポーターズがござい

ますけれども、その中でも、例えばＡＩの活用について、少し勉強会のようなものをやっ

たりですとかそういったところ、また、研修なども行っているところでございます。 

 ただ、なかなか、やはり研修だけやっても、やはり実際の業務で検討しなければ、なか

なか身につかないといったところもあるかというふうに思いますので、先ほど申し上げま

した、そういった相談会ですとか、少しコアメンバーに対しての勉強会といったところを、

引き続き続けていきたいというふうに考えております。 

○西岡委員 関連。 

○米田委員長 はい。西岡委員。 

○西岡委員 予算的課題というところで、先ほどありましたガバメントクラウドの長期移

行団体検証事業に、千代田区って、採択されていますよね。そうなってくると、その移行

作業が体制した令和３年度から、その完了予定の令和７年度……。失礼、入っていますか。 

○米田委員長 大丈夫です。すみません。 

○西岡委員 はい。すみません。令和７年度までの間の経費として、この間、およそ９.

３億円を見込んでいるというところで。で、基金からの支援が、現時点ではおよそ４.６

億円しかない。で、補助上限額がそうなっていると、そこの部分での運用段階に生じるコ

ストの補助って、今、区としてどう対応しているのか。そこをちょっと明確にしてもらわ

ないと、ちょっとここに出ていないのでお願いできますか。 

○吉田情報システム課長 ガバメントクラウドに関する標準化の移行に伴う経費について

は、本会議のほうで移行経費が９.３億円で、基金から出る補助金のほうが４.６億円とい

うことで、補助の上限額が示されているところでございます。 

 で、この経費の調査があったのが、令和５年のときに調査がありました。そのときには、

千代田区でも、事前の調査の中では４.６億円の経費がかかるだろうということで国に報

告をしていて、その分の１０分の１０が補助決定として、今、示されているところです。

で、今年の８月に、また再度、国から経費の調査が来ております。それには、きちんとし
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た形で、増額した形での回答をしております。 

 ただ、この補助額、これが上がった経費が、補助で対応されるのかどうかはまだ未定で

ございますが、（発言する者あり）一応そういう調査が来ているというのは事実でござい

ます。で、補助が当たらない部分については、やはり一般財源で対応していくことになる

んだろうというふうには考えておりますが、様々な場面で、そういう調査が来たり、あと

は、特別区長会を通じて補助の増額の要望を出したりと、そういうことは取り組んでいる

ところでございます。 

○西岡委員 やはり移行しなければいけない。令和７年度末までには、本区ではもうエン

トリーが決まっているわけで、そこはしっかりと、やはり行政として、東京の一丁目一番

地ですから、しっかり、国に要望はすべきところはしないと、デジ庁もそこの辺、分かっ

ていると思うんですよ。不足しているのは十分承知している上での課題だと思っているの

で、そこはしっかり対応していただきたいと思います。改めてよろしくお願いいたします。 

○吉田情報システム課長 既に令和６年７月の特別区長会の要望の中に、補助金の増額に

ついての要望はもう入れてあって、要望をしているところです。 

 また、２３区のデジタル主管課長会ですとか、あとは東京都、ＧｏｖＴｅｃｈ東京など

と様々意見交換をする機会がございます。その中で、やはり標準化に伴って出てくる課題

というのは、経費面。経費面と、あとスケジュールが厳しいねというところが、やはり二

つ大きな意見として出てきていますので、そういったところは、ほかの自治体とも協力し

ながら、国のほうに、様々な場面を通じて、要望のほうを出していければと考えておりま

す。よろしくお願いいたします。 

○西岡委員 はい。よろしくお願いします。 

○米田委員長 今のところは、３番で非常に重要なご指摘ですんで、ガバクラのところが

ありますんで、またやっていただきたいなと思います。ありがとうございます。 

○西岡委員 はい。お願いします。 

○米田委員長 ほかに。 

○おのでら委員 私も費用対効果がはっきりと分かるということは大切なことだと思って

いるんですけれども、今回のＤＸ戦略の改定では、指標を用いて進捗状況を管理するとい

うことで、こちらの素案にもお示しいただいているように、重点方針の取組みのところ、

それぞれ成果目標を補完する指標例という形でお示しいただいているんですけども、でき

れば、実際、コストカットができるものがあれば、そのコストカットは、これによって幾

らぐらいできたのかと。つまり人件費であったり、委託費であったり、そういう、何てい

うんですかね、そういう金額的な効果というのも出てくるといいんじゃないかなと思うん

ですけど、いかがでしょうか。 

○小菅デジタル政策課長 ただいまのご指摘、例えば何時間削減されたとなれば、その職

員の例えば平均単価でどれぐらいの金額だというような、そういったところが分かると、

費用対効果がより分かりやすいというようなご指摘かと思います。 

 今回、指標例という形で幾つか例として設定をしておりますけれども、例としておりま

すのは、当然、様々な指標が今後も進捗管理に当たっては適切なものが出てくるだろうと

いったところで例としているところもございますので、ただいまのご指摘も受け止めさせ

ていただきながら、今後様々な視点から、費用対効果と進捗状況といったところが分かる
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ように努めていきたいというふうに思います。 

○おのでら委員 一応、確認なんですけれども、入っていないのもあるんですね。その目

標、指標を設定するというのにそぐわないものもあるとは思うんですけども、これ、入っ

ていないのは、これから引き続き検討されるとか、そういう形でしょうか。 

○小菅デジタル政策課長 おっしゃるとおりでございます。これから検討を進めていくと

いったところで、指標例を設定していないもの、現時点では、ちょっとこう、いい指標例

がまだ出てきていないといったところで空欄になっているものもございますけれども、た

だいまのご指摘のとおり、今後、検討に合わせて、設定が必要であれば設定をしながら、

いずれにしましても進捗状況とかを分かりやすくしていくといったところの趣旨というと

ころは、変わらなく検討していきたいというふうに思います。 

○おのでら委員 はい。ありがとうございます。一応、例えば２－⑧、５６ページのとこ

ろのロボット活用による障害者の新たな就労機会創出とか、こちらはもう、どれくらいの

人数の雇用創出ができたのかとか、もう簡単に設定できるものだとは思うんですけども、

そこでも空欄になっていたということがあったので、ちょっとご指摘させていただきまし

た。 

 あとは、例えば７２ページの、電子文書の適正管理ですね。ここも、例えば流出ゼロと

か、そういうのでも十分指標例になるのかなと思いまして。はい。ということなんですが、

いかがですか。 

○小菅デジタル政策課長 流出ゼロといったところで、重点方針の成果目標として、外部

からの攻撃による事故ゼロというところで設定をしております。その上で、いろいろと、

もう少し細かな指標というのも考えられるのではないかというようなご指摘だったかなと

いうふうに思います。ただいまのご指摘も踏まえさせていただきまして、また各所管課が

担当となるものもございますので、所管課との連携も取りながら、指標につきましては引

き続き検討のほうをしていきたいというふうに思います。 

○米田委員長 牛尾委員。 

○牛尾委員 私は、ＤＸを導入することによって、職員の方々の人員配置とか、あとは忙

しさ、これはどうなっているかというのをお聞きしたいんですけど。例えば、Ｍｙ Ｃｉ

ｔｙ Ｒｅｐｏｒｔ 千代田。写真を撮って道路の状況なんかを送ると、対応してくれる

というところで。あれで、結構、いろんな人がいろんな写真を送って、対応が忙しくなっ

たという話もあるんですけれども、そうしたＤＸを導入することによって職員が忙しくな

っているというところがあるのか、そういったところにはちゃんと人員配置がされている

のかどうか、そこはいかがですか。 

○小菅デジタル政策課長 システム導入ですとか、ＤＸによって忙しくなっているかとい

ったところですけども、ただいまご指摘があったように、これまで以上に迅速に区民から

の連絡が来たりですとか、例えばオンライン申請であれば、夜間の間に全体のポータルサ

イトのオンライン申請の４割ぐらいが閉庁時間に来ていましたけども。そういったことで、

翌朝来たときにオンライン申請の件数が多く来ているだとか、そういった面で増になって

いる。また、そのシステム導入をする際には、先ほどＲＦＰの話もありましたけれども、

やはりそれなりの負荷がかかるというところはあるかというふうに思います。 

 その一方で、やはり、先ほど申し上げたオンライン申請であれば、窓口にいらっしゃる
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時間ですとか電話に来る時間というところが、ほかの業務の時間に充てられるといったと

ころの効果もあるかと思いますので、一概に、部分的に見れば、やはり増えているところ

もあるかと思いますけども、相対というところでは、過渡期というところで難しいところ

はあるんですけれども、削減されている部分もあるのかなというふうに思っております。 

 その中で、人員等につきましては、それぞれの課のほうで業務をどのように行っていく

かといったところを検討し、人事課のほうで取りまとめを行い、適正に配置をしているの

かなというふうに考えております。 

○牛尾委員 分かりました。 

 あと、重点方針を見ると、もう本当に、「区役所に来ることなく、すべての手続きが完

了する」と書いてあります。確かに、保育の申込みとかは、そういうふうに進んでいます

けれども、例えば、今、区営住宅の申込みなんていうのは、郵送じゃないと駄目よと。オ

ンラインはできませんとなっているし、生保もそうですよね。要するに、あらゆるところ

に導入をしていくとなると、何というかな、費用対効果の話じゃないですけれども、やっ

ぱりＤＸに適しているところと適していないところというのはあると思うんですよね。そ

このすみ分けというのは考えていらっしゃるんですか。 

○小菅デジタル政策課長 基本的には、やはりデジタルによって手続ができるようにする、

できるようにしていくといったところが、説明の中でも申し上げましたとおり、デジタル

ファーストといったところで基本かなというふうに考えております。 

 ただ、その上で、今おっしゃられたように、例えば、少し機微な情報を取り扱って、対

面で相談をすることで、その方の様子を見ながら、必要なサービスの提案をしたりですと

か、そういった対面というところがやはり求められるような業務というのは、あるかとい

うふうに思います。 

 そういった対面を要件にして何か申請をしてもらうような、そういった業務も実際にあ

るかというふうに考えておりますので、現状、明確にこういったものはオンライン、こう

いったものは対面で、対面だけでやっていくといったところの基準は、現在、整理をでき

ているところではないんですけれども、今後、オンライン申請、オンライン手続を進めて

いくに当たっては、今ご指摘いただいたような視点で考えていくことは、非常に重要かと

いうふうに考えております。 

○牛尾委員 最後。 

 あと、やはりその費用ですよね。先ほど令和４年から６年で１４０億という額を言われ

ましたけれども、やっぱり税金を使ってやるものですから、こちらに税金が今後多額にな

っていって、ほかのところに回らないということがあってはいけないと思いますんで。今、

クラウドの使用料も上がっているという話も、この前やりましたけれども、大体、その、

考えていらっしゃると思うんですけれど、費用がかさんでいくことによって、例えばＤＸ

を導入するにもやっぱり制限をかけなきゃいけないという場面も当然出てくるということ

で、よろしいんですかね。それとも、幾らでも、サービスがよくなるなら使っていこうと

いうことなんですか。 

○小菅デジタル政策課長 税金による区の財源ですので、幾らでもということはないかな

というふうに思っております。その上で、各委員からもご指摘を再三頂いていますけども、

やはり費用対効果が大事なんだといったところでご指摘いただいているのかなというふう



令和 6年11月26日 デジタル・トランスフォーメーション特別委員会（未定稿） 

 １５ 

に受け止めております。 

 その中で、やはり一つ一つ、先ほども少し申し上げましたけれども、デジタル化、ＤＸ

自体を目的化してどんどんやっていくということではなく、やはり一つ一つの業務の課題、

サービスの課題を見極め、その手段としてデジタル化を使っていく。そして、費用対効果

はどうなのかといったところで見ていく。また、併せて、再三ご指摘いただいている、そ

の費用対効果の見える化、進捗状況の見える化といったところを併せて進めていくといっ

たところが、非常に重要かなというふうに考えてございます。 

 申し上げますとおり、１４０億円というところで、非常に多くの財源を使ってきており

ますので、今申し上げたところは忘れずに今後も進めていくことが重要だというふうに考

えております。 

○牛尾委員 はい。 

○米田委員長 よろしいですか。 

○牛尾委員 はい。 

○米田委員長 それでは、（１）千代田区ＤＸ戦略の改定について、質疑を終了いたしま

す。 

 次に、（２）デジタル活用提案制度の進捗状況について、理事者からの説明を求めます。 

○小菅デジタル政策課長 それでは、政策経営部資料２に基づきまして、項番２、デジタ

ル活用提案制度の進捗状況についてご報告申し上げます。 

 当案件につきましては、これまで当委員会において、適宜ご報告のほうをさせていただ

いているところですけれども、今回は区民投票結果を踏まえまして、次年度実施に向けて

検討を行っていく採用提案を決定しましたので、ご報告させていただくものになります。 

 資料の１番、２番、３番のほうは、これまでご説明のほうをさせていただいております

ので省略させていただきまして、資料の４番、５番、投票結果、それから採用案をご覧い

ただければと思います。 

 今回、６６５人、１,６６９票の投票を頂いたところですが、集計の結果、デジタル書

面送付サービス、こちら区が送付する通知などを電子化したらどうかというご提案が、最

も票を獲得した結果となりました。 

 また、今回、基本的には、採用提案は一つを想定しておりましたが、２番目のスクール

カレンダーのｉＣａｌｅｎｄａｒ形式での公開。こちらにつきましても、詳細は調整中に

はなりますけれども、学校にいるＩＴ支援員の協力の下、大きな予算がかからずに可能な

見込みといったところも受けまして、今回は上位二つを採用提案と決定したところでござ

います。 

 現在、予算の詳細について精査を行っておりますので、今後精査を行いまして、第１回

定例会でご審議いただく予算案として盛り込んでいきたいというふうに考えております。 

 また、今年度実施する中での課題を踏まえ、次年度以降の実施方法等について、検討の

ほうをしております。例えば、今年度同様の提案制度という形で実施をするのか、あるい

は、少し発展をさせて区民参加型のワークショップといったような形にしていくかなど、

手法を検討しております。また検討がまとまりましたら、改めて当委員会においてご報告

のほうをさせていただきたいというふうに考えております。 

 説明は以上です。 
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○米田委員長 はい。説明が終わりました。委員からの質疑を受けます。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 はい。ありがとうございます。それでは、（２）デジタル活用提案制度の

進捗状況について、質疑を終了します。 

 次に、（３）ガバメントクラウド早期移行団体検証事業への採択について、理事者から

の説明を求めます。 

○吉田情報システム課長 それでは、報告事項の（３）番になります、ガバメントクラウ

ド早期移行団体検証事業への採択について、政策経営部資料３に基づいてご報告いたしま

す。 

 「ガバメントクラウド早期移行団体検証事業とは」というところですけども、現行シス

テムから円滑なデータ移行、ガバメントクラウド上のシステムへの連携を実現するととも

に、業務全体の運用コストの適正化につなげるため、早期にガバメントクラウドへ移行し、

国が行う検証等の取組に積極的に参加する団体を国のほうが公募しているものでございま

す。 

 千代田区におきましては、令和６年度第３回の公募に応募しております。その際、事業

計画書等を提出しました。その結果、デジタル庁より、９月２０日付で採択の通知を受け

ているところでございます。参考までに、この第３回の採択団体数としては２８１団体ご

ざいました。 

 次に、移行検証対象システムとしましては、区における標準化対象業務のうち、生活保

護、戸籍、戸籍の附票を除く全てのシステムということで、いわゆる情報システム課が管

理している住民情報サービスシステム全般を、先行の移行対象システムとして捉えており

ます。 

 ガバメントクラウドの利用開始時期ですが、令和６年１０月から、環境構築を始めてお

ります。なお、この６年度のガバメントクラウド利用料は、国の負担ということになって

ございます。 

 今後の対応になります。６年度はガバメントクラウドの環境の構築、クラウドまでの接

続回線の敷設、また国への検証事業結果の報告などを実施していきたいと考えております。 

 ７年度につきましては、なるべく早く標準準拠システムの検証に入りたいと思っており

まして、移行のリハーサルをしっかり行い、年度内での本番、移行に向けた準備を確実に

実施していきたいと考えているところでございます。 

 説明は以上になります。 

○米田委員長 はい。説明が終わりました。委員からの質疑を受けます。よろしいですか。

（発言する者あり）さっき聞いているから。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 はい。それでは、（３）ガバメントクラウド早期移行団体検証事業への採

択について質疑を終了し、日程１、報告事項を終わります。 

 次に、日程２、その他に入ります。委員の方から何かございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 はい。ありがとうございます。 

 執行機関から、報告事項はございますか。（「特にございません。」と呼ぶ者あり）は
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い。ありがとうございます。 

 最後に、日程３、閉会中の特定事件継続調査事項についてです。閉会中といえども、委

員会が開催できるよう議長に申し入れたいと思います。よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 それでは、本日はこの程度をもちまして閉会といたします。ありがとうございました。 

午後２時３１分閉会 


